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養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

七会'.s ste1η 0力acr0 昔一生 音這世

私達は選択できる何を選択するのか

辱^
、^
島=^
に^

ι選別ノ

540万年前 AushaloP託heous
道具の使用

ι虚樟ノ

700万年前 Sahe1急nth"opus tCト、8de"si5 ーヒト亜族(猿人)の出現

臭、、

2018年(平成30年)9月11日火曜日養生所を考える会代表池知和恭

歴史と概念上の獲得の推移0奪決)

西洋のユートヒ'ア?武陵の桃源郷?殷の附王の酒池肉林?
秦の始皇帝も求めた不老不死?

卑

テロリズム

環境破壊大規模災害

選択と集中情報技術脳科学再生人工知能
暴力世界戦争平和幸福

独裁

奴隷解放

200年前産業革命

500年前科学革命

社会的奴隷制度

...

...

f分紡埜麺ノ

12万年前農業革命

+脊禅・戈佐,h動
[遺跡の存在野(field)
※参考図書『サピエンス全史

認知革命
7万年前 Homo sapien5 出アフり力

コ5万年前 Hor"O S色Pi.ns (新人、の出現

肉1伽' m北m痩鞭煙個別煙存庄 0

~概念・system一精神・文化・行動・肉体の相対位置の変化への仮説図]
(上)(下)』 2016年9月30日初版発行著者ユヴァル・ノア・ハラリ発行所株式会社河出書房新社他〆

Hom0 Π.endert"ヨ1e"si8 出アフり力

25万年前 Howlo neandeけhalensls 一旧人の出現

火の使用

180万年前 Homo e円Ctus (問違いなく直立二足歩行、

ι虚偽ノ

200万年前人類出アフり力

r埜形ノ

240万年前 H0巾0 ト、8bⅢS ーヒト属(原人)の出現

道具の製造
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会
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私達当会は

遺跡との事象また遺跡の存在について

私達人類が

"危1總'即ち人類社会に潜在しまた顕在

して発現する危機をよりょく抑制し回避し

克服するつまり危機への耐性を形成す

るための基層で在り得ると考えます。

"危機"

遺跡はどこにでもあります。

私達当会は皆様に人類の過去の事実

そのものである遺跡の調査と改変のない

現状保存と整備と活用を求めています。

2018年(平成30年)9月14日金曜日

養生所を考える会代表池知和恭

〆



養生所ノ(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より
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2018年(平成30年)9月9日日曜日

養生所を考える会代表池知和恭
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。
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テ
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受
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i私達当会は、皆様に、人類の過去の事実そのものである遺跡の調査と現状保存と整備と活用を求めています。
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太
条
邑
§
夢
ゞ
、
§
1
・
亀
宝
'
司
素
籍
驫
'
砦
~
'
短
製
亀
,
疹
§
・
.
<
工
ー

.
ノ

=
、
三
、

.
"

、
ミ
ノ
レ
.
一
上
t
 
ゞ
ー
ー
丁
ー
ム
、
0
.
 
t
'
,
'
"
.
、
上
'
,
〆
、
÷
、
、
.
、
、
,
一
,
.
'
と
一
.
゛
)
.
、
子
、
一
,
'
、
、
一
.
」
'
'
、
:
一

、
、
、
、
、
.
,
一

.

マ
議
綻
ば
回

.
゛
、
、
ー
'

け
,
-
L
 
,

ノ
、
一
一
、
J
L
-

ー
.
J

、
入
二
二
谷
誕
嬰
彼
長
結
果
を
予
渠
き
途
契
冬
支
た
挺
資
銀
が
魚
1
隠
の
義
訓
と
は
。

:
.
」
J
 
/
,

、
一
;

、
一
.
.

ノ

」
.
゛
,
.

、
:
.
'
;
ん
.
一
.
」
、
、
.
、
 
J
、
生
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危機現場を歩く1 米ニューヨーク
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2018年(平成30年)9月9日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

E7 戈又^江武、来斤及兄 2018年(早成30年)9月9白(日殿日)

リーマンf五
10

現場を歩く

^4

r

、

金融風化する悪夢

国のかたちを変える~変容

癒えぬ傷跡、怒りの政治、ボピュリズム、慢心と陶酔

「実力以上」いつまで

!手厶達当会は、皆様に、人類の過去の事実そのものである遺跡の調査と現状保存と整備と活用を求めています。
〆

」

常に.浸透

」、『

2
0
0
8
年
耿
の
り
ー
マ
ン
.
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
円
年
。
金
悲
危
穩
「
グ
レ
ー
ト
・
り
セ
ソ
.
ソ
ヨ
ン
悉
縮
)
」
と
呼
ぱ
れ

た
景
笈
後
辺
か
ら
立
ぢ
直
り
、
世
界
軽
滅
は
半
邦
と
繁
米
を
以
口
決
し
た
か
に
み
ぇ
る
。
だ
が
、
人
々
の
生
活
や
金
に
は
い
竃

鐙
亢
な
い
提
が
残
る
。
忽
り
の
效
蓼
山
鮫
し
、
俊
心
と
捌
酔
が
忍
ぴ
寄
る
現
代
。
駮
々
な
危
描
の
現
場
一
蚕
癒
が
ら
、
,
次
の

困
汝
に
ど
う
捗
冗
る
か
壽
え
た
。
パ
ー
面
参
怨

一
=
{
『
し
し
イ

男
の
日
」
か
ら
川
年
が
た
っ
た

0
、
ハ
危
俵
に
揺
れ
た
舞
台
に
、
,
当
時

の
闘
と
堅
雲
m
劣
せ
る
疫
跡
を

見
つ
け
る
の
は
雌
し
い
。

、
マ
ヅ
・
・
・
プ
ラ
Υ
ズ
本
壮
。
"
2
0
住
、
:
之
、
 
1
年
考
擬
が
も
た
急
た
人
々
の
響
矣
粲
冬
~
ポ
ビ
ユ
リ
が
e
 
.
、
一
は
禽
,
^
,
瓢
~
き
.
"
・
,
、
^
.
^
卸
雌
 
1
匙
危
世
^
に
製
墨
で
生
じ
.
・
点

い
ま
り
ー
マ
お
寸
ゴ
ば
北
米
f
す
イ
ニ
子
.
が
二
蒋
な
「
向
果
一
圭
嬰
を
・
^
・
J
、
.
「
ウ
分
ー
ル
貨
系
融
綴
Y
"
、
姦
一
^
彫
^
皐
了
"
ー
ニ
、
当
芽
刈
X
 
て
い
る
」
と
ポ
ラ
ッ
ク
氏
は
器
基
0

の
投
貸
銀
禽
リ
壷
収
し
た
鑒
 
1
 
、
,
・
一
一
二
縮
げ
る
ト
ラ
・
ノ
プ
大
一
翫
の
器
場
だ
;
"
゛
/
ほ
政
府
叟
総
ち
好
し
た
、
轟
~
^
一
、
豊
^
一
^
{
^
、
-
4
 
冬
^
^
ゞ
臣
^
一
,
、
ご
の
傾
偲
米
国
全
に
通
じ
る
.

張
絶
え
な
い
。
、
 
T
・
一
.
、
・
占
拠
」
の
述
穫
米
倒
か
ら
欧
州
、
・
"
^
.
・
、
ト
ラ
ン
プ
累
異
現
を
候
智
し
,
、
弌
ジ
、
十
ク
ソ
ン
氏
の
生
凱
に
ぱ
8
昆
号
.
'
冨
力
極
5
つ
の
変
化
が
讐
を
語

、
卯
γ
の
語
避
マ
桑
)
ぎ
、
、
や
:
、
一
^
琴
氏
の
誕
監
じ
ゑ
、
ξ
川
身
の
財
璽
笋
急
川
,
軒
に
1
杯
ば
人
畏
ま
な
い
象
興
住
宅
一
ハ
・
i
 
椣
の
習
ソ
フ
ト
だ
。
、
.
"
・
:

"
送
欝
の
暖
考
二
、
・
阿
学
写
専
密
の
量
〕
1
 
0
'
制
鴛
丞
§
÷
、
読
窃
慧
で
達
罵
濫
尋
一
:
、
,
、
器
融
杢
Y
マ
ン
・
プ
子
ズ
の

考
愿
っ
か
一
衝
脳
が
手
捻
り
で
ー
、
・
、
一
・
一
一
二
^
一
貯
、
;
,
劉
の
部
類
と
み
な
さ
れ
て
、
い
災
毅
の
ト
ラ
.
/
長
が
民
把
の
竺
 
1
蠢
の
ま
ま
堕
き
禦
に
、
今
だ
拠
業
N
.
一
・
二
経
議
綻
を
ピ
「
ク
と
す
霊
残
根
は
世

臨
蹄
示
の
趣
大
耆
い
家
の
オ
プ
・
七
,
、
、
、
'
、
.
、
ゞ
譲
と
な
り
蛋
の
風
獄
を
変
え
、
が
鴛
実
箱
と
み
ら
れ
た
ト
ラ
、
,
,
し
、
、
犯
罪
の
慨
味
に
言
な
っ
た
。
キ
"
、
.
"
,
、
 
i
 
,
一
,
璽
霊
融
語
霊
行
霊
甚

、
場
に
な
,
て
ぃ
%
.
1
U
.
、
.
八
蓑
、
、
ず
一
4
二
,
:
、
<
ー
ミ
一
シ
・
ウ
.
ξ
米
趣
世
岬
雌
一
、
の
極
と
す
る
考
二
、
、
"
:
:
,
党
貞
の
山
で
●
鼎
く
に
の
ぽ
る
り
・
/
 
S
ス
系
ル
会
長
だ
、
゛
た
エ
ル
パ
L
*
、
ゲ
゛
、
゛
・
戸
際
に
価
か
れ
て
心
た
一
゛
。
、
米
述
邦
1
'
、
.

一
・
、
,
喫
一
一
、
一
、
^
~
廊
、
,
、
丹
,
三
.
同
曝
突
復
巷
忽
湯
詑
 
1
米
欧
の
有
力
傘
謂
が
毅
的
に
破
綻

ト
ー
、
Q
 
一
江
、
^
f
り
ゞ
言
な
り
英
県
流
欝
羊
意
2
σ
河
8
ξ
・
ニ
、
ゞ
げ
一
系
.
ぞ
っ
悟
っ
た
禽
の
政
府
や
中

ン
、
、
一
、
毛
一
一
一
2
 
卸
、
、
,
・
、
盆
系
融
他
^
釜
^
、
^
一
邑
琴
^
一
む
、
,
、
L
ゞ
央
銀
廷
,
巨
額
の
疫
甕
久
や
資
金
曾

二
一
蕊
亀
下
立
i
穫
来
畝
璽
1
奥
縫
、
'
ミ
璽
琵
R
壽
盆
流
左
電

、
ご
、
:
ニ
ミ
、
一
、
'
が
人
が
住
ま
な
け
れ
^
元
乎
の
税
翠
氷
,
、
、
"
ー
,
.
当
腰
や
む
毒
な
い
観
だ
0
た
が
、

.
謁
、
'
一
念
^
 
W
 
、
,
、
が
で
き
る
。
,
だ
が
凶
劇
ば
籍
で
は
な
く
財
;
、
ナ
,
,
,
一
織
姻
と
一
般
の
人
た
ち
の
問
に
火
き
な
倒
銘

式
、
・
 
t
 
、
゛
一
】
ゞ
擦
苑
歳
粂
足
羅
荻
礎
的
秘
民
サ
・
く
こ
,
.
、
;
の
柚
図
夷
き
あ
げ
る
.
。
、

弌
.
、
リ
一
,
:
.
ー
ピ
ス
零
の
く
昆
ら
苦
学
る
」
、
苗
ナ
、
金
融
市
埼
が
楽
椴
を
努
誓
、
景
気
拡

・
、
゛
側
,
、
、

"

、
.
一
舮

、
、
冒
」
見

、

齢

芸
叫
」
'
影
一
一
、
、
・

畿
磯
街
の
核
、
二
轟
ー
ヨ
」
ク

証
券
取
引
所
。
H
年
秋
、
畝
プ
ロ
ッ

ク
光
の
ズ
コ
ッ
テ
ィ
公
団
で
始
ま
っ

た
「
ウ
寸
ー
ル
街
を
占
処
せ
よ
(
オ

キ
ユ
パ
¥
・
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー

上
述
動
」
の
デ
モ
が
地
辯
例
を

堂
い
た
:
岡
U
撰
は
記
念
繊

影
の
定
番
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
に
ぎ
わ

う
。
乱
雫
し
た
砥
裸
り
付
い
た

、

世
緩
治
円
牙
の
刈
雙
斥
り
つ

え
万
の
辺
劃
暴
融
危
擾
で
加
述
し

つ
ぁ
ゑ
ど
ぱ
鵬
^
い
な
い
。

た
。
G
卯
材
§
ド
の
識
胎
を
圭
導

し
た
謬
の
プ
、
弓
英
籍
呈
留
澤
暖
の
は
、
、
い
ま
の
世

国
毒
で
雛
父
齒
酬
'
離
制
二
.
界
^
切
踊
^
喫
箭
例
の
な
い
弛

い
わ
ゆ
る
.
ヲ
ジ
ン
ド
X
占
ン
ゼ
.
、
,
^
裁
融
^
^
卿
敗
出
動
に
支
え

ン
サ
ス
」
が
鯵
窒
と
揺
倉
玉
璽
奧
」
で
宏

し
、
新
耀
綴
み
づ
く
り
を
求
め
」
三
だ
一
、
ド
一
マ
^
メ
大
一
毅
が
米
蒜

た
。
、
ン
一
゛
.
、
、
一
,
,
.
洪
の
高
い
塞
や
肥
奥
的
な
低
矢
業

「
中
凶
が
盗
喪
県
蓬
み
・
・
・
、
、
需
を
い
く
ら
呉
し
て
も
、
そ
れ
は

禁
的
な
憐
と
は
言
え
な
い
。

力
丕
そ
し
て
激
減
し
た
隻
・
・
・
・
・
・
。
、
よ
く
批
や
向
由
化
に
応
じ
て
き
た

だ
れ
も
誕
批
を
仞
り
結
め
、
仕
張
^
,
艇
代
暁
罪
雉
す
る
,
「
帛
第

や
財
殴
の
委
に
か
え
た
危
築
の
こ
で
世
外
の
り
ー
ダ
ー
役
を
放
乗

謡
は
時
蛋
?
振
雷
に
ほ
風
化
1
ー
、
・
}
゛
る
読
れ
ホ
郭
る
。
ー

゛

リ

し
つ
つ
券
り
。

米
国
を
毎
頭
に
主
街
が
固
驍

、
晃
を
続
け
る
揺
年
。
需
仙
の
災
新

,
が
相
次
ぐ
米
株
価
な
ど
経
涜
は
居
心

霞
碇
当
日
丑
ー
マ
ン
本
牡
ピ
ル
す
a
0
8
年
9
月
掃
貝
.
妾
上
)
、
,
一
現
左
ば
英
金
墜
手
バ
ー
ク
リ
イ
ズ
の
米
摺
室
な
ぞ
い
る
一

・
・
・
。
我
々
か
ら
蠏
ま
な
い
国
な
充
て
、

ど
こ
に
も
な
い
」
。
今
年
8
月
部
日
、
、

ト
ラ
ン
プ
氏
は
挺
余
染
め
衆
会
で

巨
狽
の
貿
泉
参
轟
上
す
る
相
手

圃
を
批
判
し
突
・
お
研
の
口
垪
は

「
我
々
は
ピ
ギ
】
パ
ン
ク
(
貯
企

遜
」
。
安
全
綴
や
鰐
で
気
前

V
 
、
登
'
東
、
に
よ
る
气
、
ゲ
ー
リ
ー
吏
童
す
る
イ
ン

、

、
"
見

の
ジ
ョ
セ
フ
一
フ
テ
ソ
女
耳
ク
計
画

売
部
畏
は
映
く
。

白
企
剛
が
川
%
台
と
低
く
、
貧
困
率
も

高
い
同
地
域
,
市
政
孝
¥
い
る
カ
レ
ン
'

リ
ー
マ
ン
ウ
X
ル
ソ
ン
市
畏
は
、
「
空
港
、
、
池

洩
鉄
廼
梨
モ
る
っ
物
流
豊
誰
辰
炎

に
つ
な
げ
る
」
、
と
あ
く
ま
で
需
美
え
だ

が
抽
兵
来
惚
の
前
に
は
負
果
で
あ
る

空
*
事
脚
地
が
立
ち
は
だ
か
る
。

ゲ
ー
.
リ
ー
市
の
妥
は
、
佃
年
魯
宍
企

融
危
懐
の
綴
と
な
ウ
た
米
則
が
炮
玉
朏

凶
姦
周
的
に
映
し
出
オ
。

米
貫
は
↓
火
収
迎
の
地
年
、
舶
年
7

、
'
.
■
 
1
 
司
.
、

し

織
そ
し
て
癖
的
に
は
劾
来

を
上
げ
た
よ
う
に
児
え
る
鑁
陀
税

な
ど
綴
梁
貿
易
政
鑁
も
、
や
が

て
米
m
璽
名
や
産
灸
に
負
の

影
櫛
を
及
ぽ
し
か
ね
な
い
。

米
ハ
ー
パ
ー
ド
火
学
の
ケ
ネ
ス
.

ロ
ゴ
フ
襲
は
「
米
璃
で
景
気
後
退

が
望
れ
ぱ
財
救
率
が
彫
ら
み
、

金
融
而
で
も
豈
而
で
も
柔
軟
に
対

処
で
選
柔
穰
少
な
い
」
と
讐

、
一

「
実
力
以
上
」
い
つ
ま
で

玲
年
は
そ
の
盆
戚
だ
っ
及
欧

剣
述
合
、
(
E
U
}
か
ら
の
離
脱
の
足

叫
,
1
2
へ
、
,
・
面
、
"
"
1
ξ
1
三
"
/
t
 
、
.
一
、
・
剣
か
ら
亊
局
面
に
入
"
ラ
ン
プ
政

伸
奇
甃
賀
゛
^
烹
碑
t
一
穀
、
畷
誠
箪
、
支
卜
校
の
ミ
カ
ー
ポ
ラ
ツ
ク
助
教
の
試
界

れ
大
や
株
価
の
上
昇
で
皇
最
篶
輩
冨
で
利

益
を
戻
じ
た
巨
大
金
融
貴
そ
れ
と
は
災

暇
に
、
一
般
の
人
々
塁
括
疑
で
み
れ
ぱ
、

川
術
零
融
紘
根
で
受
け
善
糎
な
お

矩
え
て
い
な
い
.

匙
と
い
う
自
に
兄
え
な
い
世
外
で
生
じ

た
り
ー
マ
ン
・
ジ
ョ
ッ
ク
は
、
 
m
年
の
世
宍

固
渉
プ
ロ
や
収
争
の
よ
暴
經
卿
制
で
物
刑

的
な
損
誓
を
伴
一
露
で
は
な
か
っ
た
。
だ

が
、
そ
の
残
卿
は
、
円
年
と
い
一
晃
い
選
刃

の
冊
に
、
人
々
の
豐
や
態
型
卿
ら
姦

ら
ず
の
一
2
0
に
製
容
さ
せ
て
い
る
。

(
ウ
シ
ン
ト
ン
亘
鴇
野
幹
雄
〕

す
る
。円
謡
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
パ
ル
蜆

柧
の
危
楓
が
讐
秀
貪
多
国
脚

の
堵
篇
姦
一
ヌ
ラ
ン
プ
火
統

則
が
僻
な
附
応
を
と
れ
る
か
は
、

圍
め
て
寮
問
だ
。
米
幽
が
朽
を
向
け

る
凶
際
社
会
で
「
次
の
危
歳
」
に
立

ぢ
向
か
う
然
み
と
り
ー
タ
ー
シ
ッ

プ
を
詑
が
揖
っ
の
か
。
世
外
謎
而

す
る
N
の
脚
い
ぜ
工
花
寺
0
。

1
 
●
●
 
1
 
●
.
ー



1
養
生
所
/
(
長
崎
)
医
学
校
等
遺
跡
の
保
存
と
活
用
よ
り

「

一
,
、
星
、
、
・
、
、
^
ご
一
・
 
1
一

蚕
三
・
寿
区
一

三
、
一
^
、
、
一
^
、
匡
、
、
・
一
・
三

世
界
の
債
務
は
2
5
0
兆
,
ル

(
約
2
・
7
京
巴
と
扣
年
前

よ
り
4
割
も
増
え
て
い
る

W

年
前
と
違
い
、
政
策
金
利
の
下

げ
余
地
は
小
さ
く
、
各
国
政
府

の
財
政
出
動
余
力
も
乏
U
い
。

「
ア
ー
ビ
ン
グ
・
フ
ィ
ッ
シ

ヤ
ー
の
負
債
デ
フ
レ
論
の
警
告

を
忘
れ
る
な
。
そ
れ
は
仇
S
W

年
に
真
実
だ
と
証
明
さ
れ
た

し
、
現
在
も
な
お
真
実
だ
」

戦
前
の
大
恐
慌
を
分
析
し
た

経
濱
学
者
フ
一
ツ
シ
ャ
ー
は
ー

9
3
0
年
代
に
、
負
債
返
済
の

た
め
の
資
産
郷
が
大
不
況
に

つ
な
が
る
道
筋
を
示
し
た
。
「
次

の
危
進
の
逆
回
転
峡
世
界

「
打
つ
手
無
し
」
に
陥
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イ
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一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より
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一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より
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か
か
っ
た
山
す

そ
に
、
巨
大
な
宇
宙
船
を
思
わ
せ
る

建
造
物
が
現
れ
た
と
き
は
、
ま
ず
宙

分
の
目
を
疑
っ
た
。

も
ち
ろ
~
幻
を
み
た
わ
け
で
は

な
い
。
視
界
に
入
っ
て
き
た
来
来
的

な
デ
ザ
一
ン
の
恕
裡
、
中
倒
が
独

自
枝
術
と
等
磊
連
鉄
逝
の
梁
子

る
西
寧
嬰
に
っ
た
。

世
界
経
済
底
割
れ
防
ぐ

も
と
も
と
あ
っ
た
駅
舎
を
地
改
築

し
た
い
ま
の
延
停
駅
は
、
円
年
に
わ

工
し
て
M
年
に
完
成
し
た
.
、
訟
工
壁

凱
り
出
た
の
が
中
越
で
寺
0
。
4
匙
π

て
は
や
さ
れ
た
。
慢
ぽ
を
つ
け
た
中
m

す
る
よ
う
に
な
る
。
(
1
西
参
墨

舮

は
胎
悠
冗
(
現
伍
の
レ
ー
ト
で
約
1

3
0
0
億
円
)
。
地
元
メ
デ
ィ
ア
に

よ
る
と
、
 
1
9
4
9
年
に
新
中
柳
が

成
立
し
て
以
院
、
嵜
蜑
じ
似
も
巨

頗
の
投
資
だ
っ
た
と
い
う
。

「
こ
の
街
が
劇
的
に
変
わ
っ
た
の

は
Φ
午
製
ら
だ
ね
」
0
 
ク
ク
シ
ー

述
恢
乎
の
壁
え
西
)
が
摂
駅

を
横
目
に
見
な
が
ら
孜
え
て
く
れ

た
。
「
高
馴
ピ
ル
が
続
々
と
烈
ぢ
、

高
辿
近
路
が
ど
ん
%
延
び
た
。
8

万
厶
考
だ
っ
た
市
内
を
走
る
雄
の

数
は
い
ま
や
雰
婁
」

辨
さ
ん
は
気
づ
い
て
い
な
い
が
、

「
川
甜
一
と
は
宝
【
一
に
り
ー
マ
ン

・
シ
ョ
ッ
ク
が
起
き
た
年
で
あ
る
。

西
瑠
で
は
魂
2
0
0
9
年
か
ら
空
港

の
拡
喪
工
琴
、
約
2
0
0
.
0
"
罷

れ
た
甘
粛
高
州
と
の
脚
を
1
時
凶

で
っ
な
ぐ
一
掘
鐙
の
護
が
讐
式

つ
た
。貧
し
い
陸
の
孤
舟
だ
っ
た
四
寧

は
た
奎
ち
近
代
的
な
m
畷
都
市

に
生
ま
れ
変
わ
る
.
弼
さ
ん
は
「
生

活
は
回
に
見
え
て
a
く
な
っ
た
。
い

ま
の
飴
料
は
少
な
い
月
で
も
2
3
0

0
元
お
り
、
食
空
で
ア
ル
パ
イ
ト
を

し
て
い
た
m
年
前
の
3
倍
以
上
だ
」

と
顔
を
偲
一
ぢ
ぱ
す
。

佃
年
9
月
に
Υ
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
が
世
界
を
嬰
っ
た
と
き
、
中
伽
は

一
一
需
月
に
豐
し
た
北
發
柏
の

余
週
に
浸
っ
て
い
た
。
馬
さ
ん
も
そ

う
だ
。
地
球
の
稲
で
起
き
た
色
も

Y
智
ぬ
金
融
機
佃
の
破
讐
'
國

ー
の
内
胞
で
蓉
ら
す
自
分
塁
活
ま
で

、
大
き
く
変
え
る
と
は
、
,
知
黍
し
も

な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

一
一

、

危
桜
を
受
け
た
中
倒
の
対
応
は
す

ぱ
や
か
っ
た
。

.
,
、

リ
ー
マ
ン
.
プ
ラ
ザ
,
ー
ズ
が
破
綻

し
た
そ
の
臼
の
一
2
■
に
、
-
6
球
フ
カ

月
ぶ
り
倫
下
宅
決
め
た
だ
け
で

は
な
り
そ
れ
か
ら
2
力
月
ち
た
た

な
い
佃
年
Ⅱ
月
初
め
に
は
大
規
侠

な
公
共
経
を
柱
と
す
る
景
気
製

一
.民奥

佑卯

項既一

卯

維
処
俺
億
億
 
8
0
0
南
こ
よ
い
。
 
D
 
・
 
t
し
、
け
こ

、
一
1
 
、
J
 
、
゛
、
.
气
宮
り
ノ
:
,
ι
、
,
 
L
 
'

、
一
ン
.
イ
、
翌
1

脚

司

即
伽
卯
卯

.
D
 
1
 
2
 
3

ラ

〕
'
、緊

1

、
、
ム
中
'
、
:
ツ

・
シ
遒
^
^

ψ
;
.
鐙
為

嵐
^
、
写
,
÷
^
.
ヅ
沌
t

イ空路
朔
送
盤
.
一
進
ワ
鉄
ン

砕
恋
低
の
御
宅

■

業

縦
を
炎
火
し
た
。
中
則
の
扱
気
を
V

字
回
慌
に
心
ミ
世
宍
籬
抗
の
翫

れ
を
防
い
だ
い
わ
ゆ
ゑ
4
兆
元
刈

策
一
で
あ
る
。
脊
海
雀
秀
で
な
く

中
山
全
土
で
、
鉄
迦
や
禦
、
空
港

な
ど
の
イ
ン
フ
一
系
締
が
弄
に
姶

ま
っ
た
苅
笈
を
売
表
し
た
4
Π
後
、
当
時

の
胡
鴛
(
フ
ー
・
ジ
、
ノ
タ
オ
)
国

宗
主
誓
米
凶
の
幕
フ
ソ
ン
ト
ン

に
飛
ん
だ
。

「
中
鬮
の
安
定
し
益
い
売
屡
が
、

世
界
鎌
讃
の
充
展
に
貴
献
す
る
」
.

摂
は
プ
ッ
シ
ユ
孚
)
米
大
衝

が
呼
ぴ
か
け
た
第
1
回
の
釦
力
削
・

地
域
(
G
勿
〕
嘉
会
雍
に
出
席
し
、

4
兆
冗
對
響
症
界
に
謬
て
高
ら

か
に
讐
し
た
。

危
槻
を
引
ぎ
起
、
し
た
得
の

、
ハ

、
識
会
と
弱
慈
に
手
脇
取

つ
て
な
か
な
か
甥
な
策
を
打
て
ず

に
い
た
。
各
国
の
糎
穫
民
主
的

な
手
讐
を
へ
ず
に
火
胆
な
饗
を

誉
出
冨
国
に
、
.
蜑
の
療
さ

し
蚕
っ
共

ー
」

伽
倒
が
代
表
す
る
轍
城
主
需
な

「
国
家
賃
太
主
般
」
の
体
裡
、
時

削
を
か
け
て
1
羊
な
利
響
則

整
す
る
民
主
主
繋
暴
れ
"
蛮
,

み
な
の
で
は
な
い
か
:
そ
光
な
鼠
胎

す
ら
わ
婁
こ
っ
た
。
,

長
年
に
わ
た
っ
て
米
欧
か
・
員
主

イ

,1

一
松

イ
刑
一

7

文

城
げ
U
上

辞

1
兆
2
5
0
0
塗
張
地
護
府
が
さ
暑
れ
る
.
光
由
が
帽
い
た
他
俄

亀
坂
僑
企
粟
か
ら
の
旦
れ
慶
う
に
な
っ
た
中
果
そ
の

雜

●
3
 
1
y
 
K
1
 
」
つ
、
、
=
ト
一

艇

的

災
所
披
の

大
が
、
地
方
敗
府
の
膨
大
な
借
金
だ
。
て
ぃ
る
。
捌
近
平
(
シ
ー
・
ジ
ン
ピ

仙
中
国
優
地
方
政
府
が
銀
行
か
ン
)
剛
室
席
は
梁
尽
に
惑
じ
て

ノ
・
シ
ョ
ッ
ク
は
中
国
が
「
始
光
撲

畴
(
爪
を
隠
し
て
力
を
怖
君
〕
」

と
腰
れ
る
那
小
平
氏
罪
交
職
酪

串
搭
て
、
掬
竪
会
で
由
己
議
を

弥
め
急
っ
か
け
に
も
な
っ
た
。

過
剰
な
債
務
と
生
産
力

中
倒
と
世
蝉
実
き
く
変
え
た
4

兆
元
饗
だ
が
、
行
き
喜
荏
疫

は
負
の
器
'
残
す
。
巨
瓢
の
債
窃

と
為
な
生
産
力
で
営
.

そ
も
モ
も
4
兆
元
の
一
号
、
・
実

政
府
の
財
警
出
で
あ
る
寅
水
」

一
一
、
、

に
一
き
な
禍
を
し
た
の
い
と
ぱ
か
ゆ
に
.
し
い
.
け

'

#

ら
じ
か
に
融
貴
婁
け
、
汽
な
い
。

そ
二
で
、
州
散
と
し
て
イ
ン
ワ
ラ

賂
鱸
担
う
寵
護
至
ご
と

呼
ば
れ
る
穩
会
社
を
設
立
し
、
こ

一
三
起
じ
て
髪
図
に
伯
金
を
彫
ら

ま
せ
て
い
っ
た
.
余
っ
た
お
金
は
不

融
交
効
来
程
ウ
言
し
な
い

那
架
に
籍
込
ん
だ
.

中
国
が
4
兆
冗
対
策
を
打
苗
し

た
タ
イ
ミ
ン
姦
、
錨
や
セ
メ
ン

ト
と
い
っ
た
為
生
証
か
深
削
な
禦

飢
の
悠
理
體
晋
出
し
た
値
後
で
も

あ
っ
た
。
対
鑁
は
二
う
し
た
契
印
が

等
び
生
迎
を
彫
ら
ま
せ
る
口
突
に
な

つ
突
な
か
で
も
乗
び
抜
け
靈
え

た
の
が
、
鉄
釧
塁
匝
だ
。
巾
国
か

、
晶
ふ
れ
出
た
安
い
鉄
径
世
嵜

な
「
鉄
冷
え
」
を
招
い
た
.

Υ
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
如
年

曹

ー
、
 
0
、
、
 
9
.
、
8
叫
{
7
 
.
 
6
?

側
際
社
会
が
Υ
マ
ン
・
シ
,
ツ
ク
か
ら

抜
昆
そ
ヱ
も
が
ぐ
遜
程
で
ゃ
宙
は
米

圃
に
六
き
餐
し
を
っ
く
っ
兆
沓
仙
を

大
母
極
い
増
し
、
ド
ル
の
怠
悟
を
防
ぐ
の

に
・
一
役
燮
た
の
だ
,

;
2
0
0
8
写
N
狗
勿
ぬ
番
で
母
火
7

キ
異
參
豊
響
寝
U
霊
儒
か

ら
盃
挺
奥
薩
皷
星
融
安
定
北
染

竪
U
だ
。
.
ぞ
登
秘
に
当
臨
の
ポ
ー
ル
ソ

棄
財
班
謬
゛
隻
な
挺
金
を
雪
て

す
る
詣
に
国
偵
の
売
行
を
火
網
に
猶
や
す

と
表
咽
し
為

市
場
が
心
配
し
た
綴
「
買
い
手
が
い
る

か
」
で
宏
。
綴
危
棲
で
ド
ル
侭
忽

落
し
て
い
た
。
譜
偵
を
だ
れ
も
努
な
け

れ
ぱ
妥
捌
企
利
が
急
で
、
危
樫
さ
ら
に

深
ま
号
ね
な
か
っ
た
.

そ
ん
な
坐
様
杷
憂
倉
ゆ
一
ワ
)
に
終
わ

つ
た
。
中
国
が
米
国
仙
の
賀
い
手
函
っ
た

か
ら
だ
.
中
倒
梁
国
猿
裂
は
山
年
9

河
に
初
め
て
n
木
を
茲
い
て
世
界
一
に
な

り
、
円
月
の
1
力
珂
Ⅷ
だ
け
で
7
0
0
億
N
ι

近
く
も
垪
え
た
。

そ
綴
、
中
則
は
艮
大
の
保
逆
と

し
て
、
来
倒
の
政
策
に
し
ぱ
し
ば
注
文
を
つ

け
柔
う
に
な
る
。
鐙
の
貿
易
際
擦
詣

ぐ
っ
て
は
、
3
月
に
掘
夫
凱
・
駐
米
大
仙
が

米
援
1
に
合
み
を
持
た
せ
て
.
波

紋
蠢
げ
た
。

中
国
が
実
燦
に
来
伽
債
毒
究
ぱ
、
倶
有

す
雫
ル
資
産
の
価
飾
が
下
が
っ
て
自
分
も

糊
つ
气
し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
米
務
と
の

貿
晶
で
母
後
の
手
里
し
て
「
米
国
偵

カ
ー
ド
」
を
持
遼
サ
の
淫
な
父
ど
の

膝
澀
絶
え
な
い
.

中
国
の
4
兆
一
黍
は
多
く
の
日
本
素

に
商
樫
を
も
た
ら
し
た
。

「
リ
ー
マ
ン
.
シ
ョ
ッ
ク
の
破
俵
は
か
な
り

心
配
し
た
が
、
4
逃
訴
繁
出
工
こ
れ
で

大
丈
杢
い
一
つ
宏
心
態
が
広
が
っ
た
」
。
2

0
0
5
年
に
種
し
た
キ
ヤ
ノ
ン
宙
の
小

沢
ず
隆
畏
は
当
時
を
督
返
る
.

纛
、
的
年
の
売
上
哀
は
撃
に
比
ぺ
て

2
割
増
弌
危
機
の
影
柳
は
ほ
と
ん
ど
出
な

一
饗
で
中
圃
難
法
が
V
字
回
復
し
、
消

贅
が
一
気
に
厩
呈
が
っ
た
。
深
旅
行
を

す
一
欠
が
増
●
~
Z
ソ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
売
り

上
げ
が
大
ぎ
く
締
ぴ
た
」
(
尖
氏
)
。
欧

米
の
謹
が
萎
病
突
童
、
グ
ロ
ー
パ

ル
な
販
一
鞍
鄭
を
学
耆
冕
で
年
宋
の
ク

リ
ス
マ
ス
ぎ
で
な
く
、
玲
月
串
飼
脳

節
(
鴛
記
念
巳
蚕
視
す
る
よ
う
に
な

つ
た
の
は
こ
の
こ
象
ら
だ
と
い
う
。

4
兆
元
対
策
は
中
国
の
喪
璽
七
大
き
く

吏
え
ち
敵
府
の
憲
で
工
燭
の
自
動
化
を

迎
曽
動
き
が
加
迎
し
、
白
本
企
典
の
努

に
抑
待
が
高
ま
っ
た
.
当
睦
宙
で
工
場

の
嶋
晃
を
赤
け
た
一
=
軽
の
宙
沢
克

行
・
宙
逢
代
表
は
「
疲
の
低
い
製
品
が

中
心
だ
っ
輩
畑
容
の
ピ
ジ
ネ
ス
は
、
叫

年
を
現
に
覆
の
般
倫
が
釜
耆
め
る

よ
う
に
な
っ
た
」
、
と
雁
す
.

中
霊
築
畢
に
つ
れ
、
り
ス
ク
も
彫

ら
む
.
日
点
製
作
所
累
久
無
一
・
宙

鎚
代
表
は
「
中
国
政
府
の
方
針
奈
で
器

が
上
が
る
も
下
が
る
誕
ま
る
の
で
、
わ
れ

わ
れ
は
政
府
の
動
き
を
よ
く
み
る
し
か
な

い
」
と
訴
ミ
ゆ
。
中
儒
内
の
ビ
ジ
ネ
ス
に

と
と
ま
ら
ゞ
一
グ
ロ
ー
パ
ル
な
経
営
戦
貼
を

立
て
る
冕
で
▲
需
倫
向
を
無
視
で
き

な
く
な
っ
た
点
が
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

の
聖
今
と
で
大
き
く
郷
な
る
」
と
い
う
.

命
里
暴
鷺
呂

4

β
暁
喰
翁

、
G
二
」

そ
射
ミ

^
陣
四
旦

φ
ン
区
^
§

一
、
ン
、
一

』
一
ワ
,
前
一
;
,
0
 
'
、
'

エ
^
"
ゞ
f

の
加
一
^
一
^
.
ー
゛
ニ
.
ミ
÷
^
一
:
デ
J
.
、
^
、
X
?
^

.
成
^
.
翁
^
^
"
.
、
¥
ぴ
・

ξ
念
し
、
、
^
エ
、
.
ウ
'
仁
」
主
、
.

e
p
:
ハ
^
一
立
リ
、
.
一
^
キ
,
、

い
る
に
ぢ
が
い
な
い
。

貿
巖
争
の
影
籾
で
、
中
凶
禁

の
減
禳
避
け
一
ゆ
れ
な
い
仙
勢
だ
.

委
を
打
希
工
'
共
中
向
共

嬰
避
7
月
来
に
公
共
穩
の
奨

を
決
め
た
。

一
ぱ
ら
喜
型
の
景
気
製
は
し

な
い
」
0
=
喜
(
リ
ー
.
ク
ォ
ー

チ
十
ン
)
幕
は
こ
う
弥
訓
サ
る
。

だ
が
、
中
国
は
4
兆
元
對
鍛
琵
み

出
し
た
轟
な
個
整
生
遊
力
の
染

理
に
よ
弔
金
い
堕
と
上
げ
始
め

た
と
こ
発
。
新
た
な
対
策
で
、
、
こ

一
己
た
淑
わ
組
み
が
一
弓
む
や
に
な

る
舜
竃
湘
え
な
い
。

腿
史
は
券
返
す
の
か
.
ど
一
屍

ん
で
も
、
巨
火
に
な
っ
た
宙
勗

向
が
世
界
の
迎
命
実
き
く
左
右
す

る
群
妥
は
変
わ
ら
な
い
。
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、
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゛
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十
.

3

曼

〕
一
 
J

、
ニ
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化
父
松
め
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迫
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れ
て
ぎ
た

中
倒
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白
分
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零
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当時、アイスランドの財政が比較的健全だった。

銀行ビジネスは「自国内での融資」など旧来型の業務へと
急速に回帰しつつある。

国際化から縮小へ。

私達当会は、皆様に、人類の過去の事実そのものである遺跡の調査と現状保存と整備と活用を求めています。!
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①危機はいつも姿形を変えて現れ、其の芽がどこにあるかわからない
②中銀がうまく機能すれぱするほど、市場の規律が効かなくなる一矛盾

遺跡は、どこにでもあります。

私達当会は、皆様に、人類の過去の事実そのものである遺跡の調査と現状保存と整備と活用を求めています。
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一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より
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7庭^

危機現場を歩く4 中国上海
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リーマン危機

せめぎ合う商機と,りスク

1口羊渉'

現場を歩く

危機はいつも別の顔でやってくる。

成功の裏側に失敗の山がある。

!起業家精神を生かしたニューエコノミーと既存のオールドエコ i

ノミー。その両者がせめぎ合う中国。

覇権国と新興の挑戦国の緊張。
.遺跡はどこにでもあります。

1厶達当会は、皆様に、人類の過去の事実そのものである遺跡の調査と現状保存と整備と活用を求めています。: L =、白'、・、ス、 1Ξ.、遍1 嘗Pa '子=用}舌用求め、てし、。

、

1^雫^
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ど_こ、・ヘ

(実質GDP成長牢と垣邑別寄与壌)

異形の、経済

川
年
櫛
の
金
融
か
ら
、
足
元
の
逝
嘔
そ
し
て
世
外
の
将
椥
を
め
ぐ
る
誰
の
慈
へ
。
危
樋
は
い
つ
も
別
の
側
で
ゃ
っ
て
来

る
し
か
も
社
会
の
燮
さ
え
誕
え
て
し
ま
っ
、
新
た
な
技
術
の
波
が
容
枚
な
く
襲
っ
て
く
る
。
チ
十
ン
ス
と
り
ズ
ク
が
せ
め
夷
0

う
中
倒
の
街
は
、
さ
な
が
ら
警
に
立
っ
世
界
の
龜
図
だ
っ
た
。
(
1
要
怨

リ
ー
マ
ン
.
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
即
年
、

中
国
は
墨
<
国
か
一
暴
詠
燭
を

鳥
し
、
米
中
の
っ
ぱ
ぜ
り
合
い
が

識
し
さ
を
塑
,
、
そ
ん
な
な
か
、
中

国
が
一
薪
た
な
大
鵡
」
と
2
勺

た
「
シ
ニ
ア
リ
ン
グ
隆
雁
猫
」
は
、

今
ど
一
つ
な
っ
て
い
る
の
か
。

2
0
1
8
年
8
月
末
の
上
海
0
 
シ

エ
ア
自
栃
車
の
本
場
を
歩
く
と
、
プ

ー
ム
は
と
つ
に
去
っ
一
L
い
た
。
自
松

謀
に
乗
る
人
た
ち
は
一
塁
珍
見
か
け

な
い
.
街
角
に
あ
る
目
転
屯
殴
き
場

の
ソ
エ
ア
自
賑
車
も
ま
ぱ
ら
で
、
ほ

二
り
を
か
ぷ
っ
て
い
た
。

急
成
長
も
一
、
転
陳
腐
化

惣
吻
の
死
角
と
な
2
窒
姦
に

は
数
多
く
の
自
転
広
が
無
遇
作
に

萎
圭
ザ
ウ
れ
て
い
る
。
利
月
岩
が

乗
り
捨
て
た
の
に
、
業
者
が
回
収
を

忘
っ
た
分
で
あ
り
、
さ
な
が
ら
「
自

靈
の
業
場
」
で
お
る
。
恭
境
に
疫

し
い
は
ず
の
シ
エ
ア
リ
ン
グ
・
ピ
ジ

ネ
ろ
、
大
い
な
る
綴
の
隊
駄
氾

い
を
把
い
て
い
る
。

詐
年
U
見
、
ソ
一
一
ア
自
耘
取
事
築

の
募
け
、
庠
拝
箪
車
(
モ
ハ
イ
ク
〕

の
遷
降
・
最
高
羅
黛
盆
者
(
C

E
0
)
は
、
本
驫
の
イ
ン
タ
ビ
ニ
ー

で
次
の
よ
う
に
語
っ
一
L
い
た
。

全
て
の
地
両
に
金
課
訓
位
シ
ス

テ
ム
(
G
P
S
)
ど
遒
信
用
の
S
1

M
力
ー
ド
を
搭
叙
。
.
ス
マ
ホ
の
挽
作

一
つ
で
力
主
姦
し
一
L
乗
貝
目
的

地
蟻
谷
ぱ
ス
マ
ホ
で
凋
動
決
班
で

き
心
。
利
用
料
も
即
分
囲
で
1
元
(
約

玲
円
)
以
下
と
乎
こ
ろ
!
ー
。

王
氏
は
ス
ピ
ー
ド
繍
に
皖
を
張
っ

た
。
そ
の
豐
C
金
数
は
0
危
人

を
叉
国
内
の
述
朋
台
数
も
7
0

、
0
万
台
に
迦
し
弗
市
綴
侠
も
玲

ギ
フ
S
9
月
刑
の
3
3
0
0
万
元
か

ら
、
Π
却
4
1
6
月
刈
に
は
麹
7

5
0
0
万
元
へ
急
膨
畿
し
て
い
た
。

W
年
に
入
り
舞
含
が
鐙
す
る
。

キ
パ
イ
ク
咳
ネ
ッ
ト
宅
配
の
英
団

轟
に
身
売
呈
れ
、
王
氏
は
氾
年

5
月
に
C
E
0
を
辺
任
し
た
0

モ
パ
イ
ク
や
印
朶
の
オ
フ
ツ
'

が
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
荻
か
っ
て
い
る

促
証
企
を
不
迅
明
に
述
用
し
た
。
利

用
券
脚
で
そ
ん
な
情
松
が
浤
れ

た
。
妥
の
急
池
な
拡
大
に
、
資
金

蝶
り
が
追
い
つ
か
な
か
っ
た
と
も
い

う
。
誰
で
も
ま
^
で
"
岩
七
ジ
ネ
ス
、

に
多
数
の
企
突
が
参
入
し
、
巡
当
競

争
ガ
酒
剰
饗
を
招
い
た
の
だ
。

上
海
扉
指
塁
霊
品
ス
ー
パ
ー

が
あ
る
繊
合
票
施
設
「
S
T
A
R

L
1
V
E
」
。
そ
の
一
,
角
に
お
ゑ
罰

時
冏
無
人
コ
ン
ピ
一
二
を
訪
れ
た
。

本
人
璽
を
許
ま
せ
て
入
店
す
れ

ぱ
、
危
子
決
請
で
買
い
物
で
き
る
。

そ
ん
な
汝
れ
込
み
の
コ
ン
ピ
ニ
。

「
し
ば
ら
く
改
装
中
」
。
杲
で

も
話
地
に
な
っ
た
コ
ン
ピ
ニ
に
は
、

7
月
幻
日
竺
じ
そ
ん
な
張
り
粧
が
張

ら
れ
て
い
た
。
棚
や
ケ
ー
ス
が
歎
去

さ
発
店
舗
跡
に
は
、
床
に
ゴ
ミ
が

一
歌
乱
し
て
い
た
。
.
「
於
い
物
す
る
畷

に
店
貝
に
問
父
易
せ
た
い
一
Σ
も
.

あ
る
の
に
、
兪
人
で
あ
る
:
と
髪
元

り
窃
に
し
た
の
が
失
敗
だ
っ
た
の
で

ば
」
ど
買
い
物
客
は
い
一
ヨ

成
功
の
真
側
に
失
敗
の
山
が
お

る
。
そ
の
山
を
越
え
て
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
が
汰
々
と
器
る
。
リ
ー
マ
ン
、

ユ

=

夫

心

投
負
消
費

議一
屬
一
盟

、
)
ノ

軍

一
風

長

如
一
璽風

、
曾

一
、
.
J

立

竃

r
 
:
ー
:
ー
:
ー

廊婆

「
"
門

才
.

出
し
た
。

W
年
に
は
宙
の
名
目
幽
内
亀
生

8

産
(
G
D
P
)
は
日
奎
抜
き
、
今

や
2
・
5
倍
の
経
擾
椣
に
、
経
講

6
閉
、
>
力
で
米
国
を
幾
に
収
竺
一
邑
し

1
3
、
、
て
い
る
。
そ
の
高
没
象
ら
習
祭

一
1
、
、
(
シ
ー
.
ジ
ン
ピ
ン
)
政
楸
は
「
中

面
罪
一
を
語
口
、
魏
的
に
▲
盡

4
8
 
-

気
の
劣
を
打
益
し
た
。
そ
れ
が

呆
国
と
い
う
虎
の
虚
を
踏
み
、
ト
ラ

W
畩
、
ン
プ
米
政
椒
は
中
燮
需
に
貿
易

鎚
'
"
戰
争
を
瓣
け
て
ぃ
る
。

.
は
ど
景
気
対
鑁
が
敵
り
裟
さ
れ
る
。

だ
が
契
に
矯
鉄
道
を
李
っ
に

も
、
探
葬
史
●
い
考
暴
鐙
は
4

圏
1

§
1戸1
煕
倫

%

嘉
り
、
瀕
を
燭
ら
せ
て
い
六
1

肇
後
の
徒
か
ら
m
年
を
瑳
て
、
そ
倫
も
流
し
又
ク
シ
ー
は
つ
か
.
:
恋
放
シ
ナ
リ
オ
は
色
々
あ
る
が
、

子

5

ψ
国
は
米
圃
と
詑
ぷ
新
し
い
ピ
ジ
ネ

ま
b
な
い
一
三
こ
か
で
見
た
感
じ
。
上
梅
の
街
を
行
く
人
の
活
焦
と
は
ギ

パ
プ
ル
累
破
の
残
る
1
9
9
保
む
山
.
ツ
プ
が
あ
る
。
縫
を
解
く
空
ほ

ス
の
突
鶴
に
な
っ
て
い
る
。

霊
京
で
あ
り
、
億
一
,
の
M
マ
ヅ
弍
と
尋
ね
る
と
、
:
現
地
の
エ
コ
ノ
ミ
ス

寵
李
ぱ
か
り
淫
な
い
。
気
が

破
能
前
の
一
三
ー
ヨ
ー
ク
^
あ
る
.
女
:
ト
は
「
中
則
経
滅
星
カ
エ
ン
ジ
ン

か
り
な
の
は
獅
に
よ
る
規
弥
で
あ

る
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
土
コ
ノ
ミ
ー

消
費
主
導
に
大
転
換
羨
一
の
転
迭
と
口
凌
ゑ
.
、
,

を
先
物
買
い
X
う
と
、
シ
エ
ア
自

J
 
.
、
.
 
1
 
▲
岡
、
エ
:
^
、
、
、

転
堺
の
埼
」
"
に
屡
勾
。
 
1
一
為
欝
の
儒
漂
拳
豊
、
璽
2
・
支
外
儒
マ
イ
ナ
ス
0

ビ
業
ス
の
成
功
に
火
か
せ
な
い
一
匪
.
当
、
岬
の
向
机
鳩
^
今
1
.
^
ジ
菩
一
:
・
フ
%
に
刈
し
、
消
豊
は
5
・
4
%

技
斯
と
羅
営
の
新
結
合
。
そ
の
母
為
タ
ネ
姦
机
は
イ
ン
フ
ラ
疫
^
^
、
一
に
の
ぽ
る
.
佃
年
は
成
畏
寓
が
9
・

め
を
付
け
ら
れ
叉
、
・
一
翠
金
を
狙
T
・
^
ル
晁
π
の
景
鍔
策
を
打
き
、
、
'
フ
%
。
寄
与
震
は
貫
5
・
ー
%
、
、

う
マ
ネ
ー
は
、
ぜ
大
な
綴
配
分
の
、
、
翠
.
、
レ
、
、

・
卯
羅
桝
と
器
な
掬
保
痔
め
よ
っ
に
な
る
・

一
方
、
域
外
か
、
昊
量
の
授
贋
*
流
れ
込
一
、
、
、

一
・
.
父
治
^
だ
。
モ
豊
金
が
t
^
^
に
弓
き
●
げ
^
'
^
^

丸
^
徽
ジ
゛
・
ジ
●
.
ツ
グ
に
^
^
世
界
企
駛
焦
゛

響
智
ン
エ
ー
ト
が
迦
度
に
ら
避
て
の
幾
が
世
、

世
界
の
辿
々
は
マ
ネ
ル
を
ザ
゛
ぶ
じ
ゃ
ぷ
、

に
獣
祐
す
る
二
と
で
、
そ
の
仙
娘
系
り
仞
、

0
 
5

、
、
'
電
'
昆

笊
堺
盤
企
来
の
曼
映
散
モ
今
だ
。

努
フ
ロ
ア
に
入
る
と
、
新
規
上
瑚
企
築

の
蛭
堂
岩
が
記
念
に
鳴
ら
す
ド
ラ
が
い
か
に

も
中
国
ら
し
い
。
第
は
何
苗
人
分
も
あ
る

が
、
場
内
取
引
員
が
児
当
売
ら
な
い
。
玖
引

が
す
べ
て
電
子
化
さ
判
で
い
る
か
ら
だ
だ

ち
ょ
つ
と
閑
整
し
だ
印
象
蠢
書
た
。
そ
.

の
上
海
塞
取
は
玲
年
に
矮
し
、
取
引
の
処

遡
能
力
を
戒
め
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
.

そ
れ
な
の
に
、
懸
の
株
価
は
低
迷
し
て

い
る
。
上
霊
合
護
は
直
近
の
高
仙
か
ら

2
割
下
げ
「
饗
掘
」
入
巳
た
.
名
国

G
D
P
の
網
祭
日
本
參
二
0
倍
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
叉
上
侮
と
深
加
の
両
市
場
を

合
玄
是
中
国
の
族
式
蹄
勉
凱
峡
ム
'

B
木
志
ほ
ど
慶
わ
ら
な
い
.
そ
の
あ
た
り

に
、
、
盗
欺
の
抱
く
髪
が
正
磁
に
映
し
出

さ
れ
て
い
る
。

、
、
■

「
2
6
5
5
豊
防
一
。
,
上
淫
合
指
数

に
つ
い
孫
、
そ
ん
な
池
も
問
い
た
巧
年

8
月
に
突
然
、
人
民
冗
を
物
り
下
げ
て
以
降

の
「
チ
十
イ
ナ
・
、
ソ
ヨ
ッ
ク
」
局
面
で
、
上

探
の
安
飾
が
2
6
5
5
.
そ
の
蓬
を
継

セ
よ
う
と
、
当
局
が
P
K
0
(
株
集
持

等
に
出
て
い
る
と
も
い
わ
れ
る
。

対
す
る
米
殉
佳
ト
ラ
ン
プ
大
銑
領
笑

型
M
税
や
好
景
笈
を
追
い
風
に
、
需
偵
咽

に
秀
.
そ
の
株
高
が
ト
ラ
ン
プ
氏
を
嚢
気

に
さ
せ
、
宙
に
対
す
る
制
賊
剖
税
戻
々

と
つ
呈
げ
て
い
く
。
一
力
傘
m
偶
も
餌

堪
に
貿
易
閻
凶
で
縄
る
兆
し
は
な
い
。

朝
樹
鴨
と
新
興
の
挑
戰
陶
が
緊
張
を
高

め
、
つ
い
に
は
正
器
突
に
一
主
る
。
た
と
え

戰
争
に
な
ら
な
い
ま
で
も
、
拳
の
炎
合
的

な
対
立
を
に
ら
み
ヲ
キ
ジ
デ
ス
の
堺
お

な
ご
が
指
痕
さ
れ
る
.
市
場
参
加
摺
が
講

4
の
企
雌
危
竺
を
心
陶
す
る
の
は
、
こ
の

点
で
あ
る
。
危
栂
は
い
つ
も
別
の
嵐
。
リ
ー

マ
ン
の
破
綻
か
ら
川
年
目
の
今
、
世
界
の
市

坦
の
空
気
は
ど
こ
か
一
翁
つ
い
て
い
る
。

兪
爽
委
員
滝
田
洋
ご

ー
:
ー
:
 
J

:
」

一
一

t

●
姦
一
/

ー
・
、
上
、
,
イ
熹
一
^
一
一
一
ぜ
^
一
・
、
.

、
,
玉
L
一
」
菩
、

一
,
一
゛
~
、
.

、
^
一
・
全
、
^
~

,
'
f
上
井
ヂ
、

る
っ
と
し
た
。
央
由
と
中
国
の
処
方
髪
は
そ

霊
矮
は
一
弓
一
3
甑
は
4
兆
元
の

景
気
附
縦
で
雇
舉
轟
い
、
北
め
る
刀
一
を

姦
瀞
粘
誉
愚
凍
鴫
案
又
3
だ

け
の
経
諏
異
力
を
郡
ぎ
一

そ
し
て
会
。
、
中
国
の
台
酬
が
唱
ら
の
物
根

を
脅
か
す
曳
米
圃
は
考
え
だ
し
た
。
・
議

の
貿
最
争
は
世
界
麹
桜
の
足
元
壽
さ
ぷ

、
り
、
、
司
回
目
の
危
俄
の
裂
,
金
に
な
り
か
ね

な
W
F
。
そ
ん
な
顕
様
金
瑳
・
抹
式
市

場
の
霧
逃
に
も
典
通
ず
る
.

上
海
の
企
磁
セ
ン
タ
ー
、
湘
染
新
区
の
上

海
証
盆
別
を
肋
ね
た
.
地
刻
空
ミ
サ
イ

ル
が
桐
次
い
で
売
轡
れ
る
、
入
り
口
灸

ぎ
な
ス
ク
リ
ー
ン
映
縁
に
自
を
暴
っ
た
0

外
需
0
・
3
%
直
は
4
・
3
%

だ
っ
た
。
川
年
で
昼
わ
晃
.

饗
笑
の
籍
力
は
所
鍔
に

加
え
て
、
盃
迎
の
上
界
に
ょ
る
貸

迎
効
巣
。
点
市
囚
の
盃
蛮
チ
ラ

シ
拳
言
と
、
卯
穐
に
削
発
さ
れ

姦
M
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
和
平
方

券
部
崖
が
驫
異
而
械
は
共
用

部
分
'
又
恐
の
で
束
京
都
お
惑
党

か
ら
し
て
も
決
し
て
安
く
な
い
。

将
来
の
収
入
と
生
活
に
楽
般
的

な
、
豊
か
な
綻
の
台
政
も
鬻
。

1
人
当
た
畢
都
卦
甑
興
聖

代
生
ま
れ
が
6
・
.
2
万
一
兀
卯
年
代

が
5
・
?
万
元
と
、
知
従
生
病

の
3
・
5
万
元
美
き
く
上
回
る
。

そ
し
て
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
沼
販

売
の
急
拡
大
.
小
発
識
誤
に
占
め
ろ

比
翠
は
川
年
に
は
約
3
%
だ
っ
た

が
、
Π
邪
に
は
玲
・
6
%
に
.
臼
本

の
5
・
8
%
は
冨
う
に
及
は
支
米

国
の
8
・
勇
の
2
倍
愁
で
あ
る
。

卸
金
毛
買
い
物
に
行
く
の
癸
衰

だ
っ
た
地
方
欠
た
ち
が
、
ネ
プ
ト

で
買
い
物
手
る
"
つ
に
な
っ
た
.

聾
家
覇
を
生
か
し
た
ニ
ユ
ー

エ
コ
ノ
ミ
ー
と
既
存
の
オ
ー
ル
ド
エ

コ
ノ
ミ
ー
.
ぞ
の
両
始
が
激
し
く
せ

め
ぎ
合
う
中
国
.
リ
ー
マ
ン
危
奥
に

よ
る
地
殻
変
動
が
生
ん
だ
一
慰
の

凝
滅
大
里
の
行
方
に
、
世
界
が
悶

哩
を
の
む
昂
面
が
貌
气

建
物
の
死
角
と
な
っ
た
空
き
地
に
は
数
吉
く
の
自
匠
或
が
無
造
建
一

稲
圭
げ
ら
れ
、
さ
な
が
ら
「
自
匠
車
の
冨
培
」
と
な
,
て
い
だ
令
二

真
色
だ
上
郷
の
街
並
み
健
パ
ブ
ル
朋
の
束
京
や
り
」
マ
ン
危
捷
醇

、
、
、
.
.

川
地世

卓

0

'
-
 
f
、
逃
冗
附
策
で
災
施
済
み
。
丙
モ
ン

^
三
ゞ
ル
に
地
下
鉄
施
設
と
い
っ
て
も
」
.

5
2
.
ム
,
"
,
.
、
上
加
で
会
っ
た
企
融
側
保
者
は
、
モ

の
三
=
江
1
、
ク
の
詳
四
蓼
長
U
て
ぃ
痔

紫
み
を
招
き
か
ね
な
い
。
謁
・
ご
、
气
ξ
.
、
'
一
、
・

旧
フ
ラ
ン
ス
租
界
の
町
韮
型
覆
山
・
、
'
一
ミ
券
ゞ
〒
、
.
"

元
し
面
年
に
側
案
し
た
上
榔
四
新
メ
ー
§
中
閣
紐
智
§
て
゛
-
4
回
周
の
金

天
地
」
。
1
9
2
1
年
に
中
国
共
血
1
-
X
融
他
概
↑
考
遍
来
が
ね
な
い
」
。
上
施

党
の
設
克
会
象
鳴
か
れ
た
血
床
風
を
木
拠
と
オ
る
理
穫
加
、
フ
寸
ー
キ
山
・
ス

の
如
物
の
周
り
に
は
し
゛
れ
た
パ
ー

ト
.
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
王
鯉
縛
長
は
錨
気

:
.
、
、
邑
、
、
'
祀
、
占
一
'
、
イ
、
、
,
 
J

に
初
め
て
訪
れ
た
が
、
虚
を
連
凄
1
1
 
王
所
長
寅
蝿
,
式
回
目
の
仙
根
は
ト
、
、

び
に
あ
か
抜
け
て
い
く
。
金
肌
の
履
゛
 
9
8
7
年
の
プ
ラ
ユ
久
マ
ジ
デ
ー
(
世
儲
.
、
、

新
矢
地
で
タ
ク
ジ
゛
垂
お
っ
に
当
疑
鴛
米
閣
の
財
敏
^
.
翻
常
収
支
の
〔
双
二
.

ス
為
分
堂
§
d
れ
る
。
き
。
、
小
発
藻
阿
姦
舞
奏
。
価
内
で

籍
周
、
宿
汝
先
の
ホ
、
プ
ル
ま
で
即
黒
.
、
、
'
^
小
ぎ
^
葬
夫
母
亀
産
能
力
が
梅
外

■
近
く
、
汗
だ
く
匪
く
こ
と
好
三
二
曾
考
,
^
釜
、
れ
郷
墨
香
な
っ
た
オ

、
、
一
一
、
、
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、
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、
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、
、
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